


1）天井にネジを打ち込む前に必ずプロジェクタと金具の適合をご確認ください。
2）繰り返しですが、天井への設置は基本的にプロの手でお願いします。自己責任
　��で行う場合、事故の無いようにくれぐれもご注意ください。
　��※落下事故があった場合の補償等は一切ございません。

設置の前に

ナット

プロジェクタプレート部で角度調節が可能です。
もし角度調節をご希望する場合、事前に左図にあるプロジェクタ
プレートの裏側にあるナット部の締めの強さをご確認ください。

基本的にナットの締めの強さを変える必要はありません。
プレートの表面にあるボール部を手で動かしてみて、
丁度よい加減にします。キツめが良いでしょう。
緩いと、プロジェクタの重みで角度調節が出来なくなります。

a　プロジェクタプレート ×1 d　取り付けアーム ×4c　パイプ ×1b　天井プレート ×1

部品リスト

r　M6×22 - 六角ボルト ×2q　ロックノブ ×2

p　ナット ×1o　ロングボルト ×1n　コンクリートアンカー ×3m　天井ラグボルト ×3

l　六角レンチ ×1k　M6‐六角ボルト ×４j　M3/M4‐ワッシャー ×４

h　M5‐12 ボルト ×4g　M4‐12 ボルト ×４ g’ M4‐30 ボルト ×４

h’ M5‐30 ボルト ×４

f　M3‐１6 ボルト ×４e　M3‐１0 ボルト ×４

s M4/M5 スペーサー ×4



天井プレートを取り付けします

プロジェクタプレートを取り付けます

取り付けアームをプロジェクタに取り付けます

プロジェクタプレート（a）を配置します。プレートのスクリュー状に開いたネジ穴の

どこかに取り付けアーム（d）のネジ穴が合うようにします。左図を参考ください。

仮止めした取り付けアーム（d）とプロジェクタプレート（a）のネジ穴を微調整しま

す。位置が決まりましたら、取り付けアーム（d）の仮止めネジ（ステップ 1）をシッ

カリと締めてください。

最後に M6 - 六角ボルト（k）を使用してプロジェクタプレート（a）を固定します。

固定には六角レンチ（l）を使います。

※落下の危険が無いように、確実にシッカリと固定してください。

お手持ちのプロジェクタのネジ穴を確認します。最低 3 点のネジ穴を使用ください。

左図をよく見てください。

取り付けアーム（d）を e ～ h’の内、適合するネジを使用してプロジェクタに仮止め

します。あまり強く締めすぎるとステップ 2 の作業がやり難くなりますので、ご注意

ください。

※ネジ穴の位置はプロジェクタの機種によって変わります。左図を参考にして上手く　

　アームを配置してください。

コンクリート天井

木の梁等への設置
天井ラグボルト（m）を使用して天井プレート（b）を固定します。

少しでもガタツキがあった場合、設置を中止してください。

※付属のボルトが全ての設置に合うとは限りません。

　現場の天井の状況に合わせて、必要な場合、別途ボルトなどを

　ご用意ください。

コンクリートアンカー（n）を埋める為に左図のような穴をドリルで

開けます。アンカーをその穴にキッチリと埋め込みます。

天井ラグボルト（m）を使用して天井プレート（b）を固定します。

少しでもガタツキがあった場合、設置を中止してください。

※付属のアンカーとボルトが全ての設置に合うとは限りません。

　現場の天井の状況に合わせて、必要な場合、別途ボルトなどを

　ご用意ください。

※梁が見つからず、石膏ボードへの設置になる場合、別途アンカー等をご使用ください。
　石膏ボードへの直設置は落下の危険が増します。プロに相談してください。
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●スペーサー (s)

黒いプラスチックのチューブで

す。これを金具とプロジェクタ

の間に入れる事で、プロジェク

タ取付面の凹凸や曲面に対応し

ます。

取付面に凹凸がある等、金具が干渉する場合は、

付属のスペーサー（黒いチューブ）を間に入れて

設置します。M3、M4、M5、それぞれ 2 種類の

長さのボルトが付属しています。

お手元のプロジェクタに合わない場合、ご面倒で

すが別途ご用意ください。

プロジェクタ取付面に凹凸がある場合

h’g’，




